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はじめに 
現在、西宮市には 63 校の市立学校があり、そのうち 15 校が昭和 20 年代・30 年代に建築された

校舎を保有しています。これらの校舎は、築 60 年を経過し老朽化が進んでいるため、改築や改修等
による対応が急務の課題となっています。 
 

施設の老朽化に伴い、今後、急速に整備需要が増加する見込みであるため、平成 31 年２月に「西
宮市学校施設長寿命化計画」を策定し、築 80 年目まで校舎を使用できるよう、築 25 年目・50 年目
に予防保全を目的とした改修を行うことで、施設の安全性確保と財政負担の平準化・軽減を両立す
ることとしました。 

 
現状の規模の公共施設を保有し続けると、財源不足により更新・改修費用等を賄うことができず、

安全面だけでなく公共サービスの質の低下にもつながることが考えられるため、「第 5 次西宮市総合
計画」において、建築系公共施設については、更新時期等を捉えた集約化や複合化、転用、廃止など
による施設の総量縮減と、維持管理・ライフサイクルコストの削減に配慮した施設整備を進めるこ
ととしております。学校施設においても、この考えに基づき改築を行うことが必要とされています。 
 

大社中学校には校舎が 7 棟あり、うち 2 棟（中棟・東棟）は昭和 20 年代、4 棟（南棟・西棟南・
西棟中・西棟北）は昭和 30 年代、1 棟（北棟）は昭和 50 年代に建築されています。 

昭和 20 年代建築の 2 棟については築 70 年を経過しており、間もなく改築時期である築 80 年を
迎えるため、改築による老朽化対策が必要となります。老朽校舎の解消と、バリアフリー等に対応
した良好な教育環境の整備が必要であることから、長寿命化計画に基づき校舎改築等事業に着手し
ます。 
 

本基本計画は、大社中学校教育環境整備事業における事業方針やスケジュール等について、基本
的な考え方を整理・検討したものです。 
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1章 大社中学校の現況 

1. 施設概要 

・ 所 在 地： 西宮市 神原 12-45  
・ 敷 地 面 積： 34,343 ㎡ 
・ 生 徒 数： 808 名 （普通学級 786 名 、特別支援学級 22 名） 
・ 学 級 数： 25 学級 （普通学級 21 学級、特別支援学級 4 学級） 
・ 施 設 内 容  

建物名 建築年 築年数 階層 床面積 構造 

中 棟 昭和 27 年 72 年 3 階 2,318 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

東 棟 昭和 28 年 71 年 2 階 656 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

南 棟 昭和 30 年 69 年 2 階 1,073 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

西棟中 昭和 33 年 66 年 2 階 397 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

西棟南 昭和 33 年 66 年 2 階 246 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

西棟北 昭和 36 年 63 年 3 階 1,177 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

北 棟 昭和 59 年他 40 年 4 階 1,940 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

体育館 昭和 51 年 48 年 2 階 2,224 ㎡ 鉄筋コンクリート造 

屋外プール 平成 02 年 34 年 - - - 

 

2. 位置図 
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3. 配置図 
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2章 校舎改築の基本方針 

1. 事業目的 

昭和 20 年代・30 年代に建築された校舎棟の老朽化が進んでいます。また、校舎内で高
低差があり、バリアフリーに対応していない場所があります。以上のことから、校舎改築
等により、老朽校舎の解消と、バリアフリーに対応することで教育環境の改善を図りま
す。 

 

老朽校舎の解消 

 
バリアフリー対応 

 

2. 基本計画策定の経過 

基本計画の段階では、学校づくりの方針や校舎規模や配置、工事概要など事業の骨格を
決定します。基本計画に基づく詳細な内容については、今後の基本設計・実施設計（詳細
設計）で検討することになります。令和 5 年 3 月に基本計画の策定に着手、学校関係団体
の代表者及び学校の教職員等で構成する「西宮市立大社中学校校舎改築推進委員会」を設
置し、協議を行いました。 

 

3. 改築校舎等の整備内容 

施設の建築年数や劣化状況に合わせて、北棟を除く校舎を改築します。改築校舎は、鉄
筋コンクリート造地上 3 階・地下 1 階建て、延床面積約 7,000 ㎡を予定しています。通常
学級 23 学級及び特別支援学級 5 学級を想定し、今後の生徒数の変化に対応できる規模・仕
様を計画します。「第５次西宮市総合計画」に基づき、施設総量の縮減と、維持管理の削減
に配慮した施設整備とする必要があるため、現況の諸室で縮減が可能な諸室については整
備面積の縮減を行います。 

北棟と体育館は、昭和 50 年代に建設された建物であり、できる限り長く使うことが望ま
しいため、改修工事を行います。空調設備の更新、トイレ改修等を実施し、教育環境の改
善を図ります。 

校舎改築等にかかる整備費は、仮設校舎設置費や運動場整備費、擁壁改修工事費等を含
め、約 80 億円（財源内訳：国庫支出金約 7 億円、地方債約 46 億円、一般財源約 27 億
円）を見込んでいます。 
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4. 学校づくりの方針 

（１）  安全・安心な学校づくり 

・ 安全面に配慮した施設整備を行います。 
・ 障害のある方も利用可能なトイレを設置し、校内のレベル差を解消することで、バリ

アフリー化に配慮します。 
・ 災害時の避難を想定した施設整備を行います。 
 

（２）  多様な学習に対応できる学校づくり 

・ 教職員が一人一人の生徒と関わり、多面的な指導をすることができるような空間づく
りを計画します。 

・ 今後の学校教育の進展や情報技術の進展等に長期にわたり対応できるような柔軟な施
設整備を行います。 
 

（３）  快適な学校生活環境づくり 

・ 生徒の一日の生活動線を考え、最適な教室配置を計画します。 
・ 障害の種別や程度に配慮した教室配置等を計画します。 
・ 採光や風通しが良く、快適な室内環境に配慮します。 
・ 教室等には冷暖房設備を設置します。 

 

（４）  環境を考えた学校づくり 

・ 太陽光発電設備の設置や積極的な緑化の取り組みなど、環境に配慮します。 
・ 設備機器の高効率化を図るとともに、自然採光・雨水の利用など、自然の恵みを活用

する仕組みを取り入れます。 
 

（５）  施設の長寿命化に対応できる学校づくり 

・ 既存施設の改修を行うことで良好な状態を維持し、使用年数を延長します。 
・ 施設を長期にわたって有効活用するために、施設の複合化にも柔軟に対応できる施設

整備を行います。 

  



 

- 6 - 

3章 校舎改築の基本計画 

1. 主な諸室等 

 
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

 
 
 
 
 
 
 
 

  

普通教室 特別支援学級関係室 

管理諸室 

校長室・職員室 

事務室等  

校舎面積 

3 階建て 

約 7,000 ㎡ 
少人数教室 

少人数指導等の多様な
学習形態に対応 

その他 

相談室・生徒更衣室等 

特別教室 

音楽室・理科室  

・図書室等  

災害時用トイレ 

災害時の避難を想定 

エレベーター 

施設の 

バリアフリー化推進 
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2. 校舎・プールの配置計画 

既存校舎との動線を考慮すると、新校舎（図面中：▬）の配置は現状の場所に、『S 字
型』の形状で 3 階建ての校舎をコンパクトに配置することが適切と考えております。ま
た、改築時に利用する仮設校舎のうち 1 棟（図面中：▬）を防音性能等の高い仕様とし、
改築後も引き続き利用することで、少子化により学級数が減少した際に減築が可能とな
り、施設の維持管理経費の縮減が期待できます。 

また、現在の計画では、工事車両動線の確保のため大社中学校のプールを解体する予定
です。そのため、水泳授業につきましては、移動距離や授業時間の確保等、児童・生徒の
影響を考慮しつつ、神原小学校プールとの共用化や民間プール等の活用を検討します。 

 
＜現況＞     ＜改築後＞  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

3. 工事中の学校運営 

工事中は仮設校舎を設置するため、運動場が狭くなります。体育大会開催や部活動、水泳
授業への対応については、今後の基本設計・実施設計の段階で学校と協議しながら具体的な
検討を進めていきます。 
＜工事中＞ 
（解体①）     （解体②） 
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4. 事業工程 

本基本計画案を策定した後、従来方式（設計施工分離発注方式）で事業を進めた場合
は、令和 7 年度より基本設計・実施設計に着手する予定です。令和 9 年度に仮設校舎を設
置し、改修工事と改築工事に着手し、令和 12 年度末に改築校舎竣工を目指します。その
後、仮設校舎の一部解体や運動場整備、外構整備を行い、令和１５年度中の事業完了を計
画しています。 

   

 
 

  

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 R13 年度 R14 年度 R15 年度 

基本計画 
          
          

基本設計 
実施設計 

          
          

改修工事 
          
          

改築工事 
          
          

仮設校舎 
          
          

外構整備等 
          
          

▲新校舎供用開始 

▲供用開始 
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4章 改築校舎の計画 

1. 配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プールについては、移動距離や授業時間の確保等、児童・生徒への影響を考慮しつつ、 

神原小学校プールとの共用化や民間プール等の活用を検討します。 
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2. 平面図 

＜1 階＞ 

 
＜2 階＞ 
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＜3 階＞ 

 
＜4 階＞ 
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3. 鳥瞰図 

<現況＞ 

（東側方向）              （西側方向）  

 

 

 

 

 

 

 
 

<改築後> 

（東側方向）               （西側方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 


